















































































　色相においては，無彩色（W, ltGy, mGy, dkGy, Bk）力゛嗜好色，着用色ともに最も高
い出現率を示し，特に着用色においては極立っている。個々の出現率は省略したが，無彩
色の中では白が最も高い。
　有彩色の場合，嗜好色においてはR, Y, G, BG, gB, B, RPの色相の出現率が高く，
rO, yO, YG, V, Pの出現率が低い。着用色においてはR, Y, gB, B, RPの色相の出現率が高


































































































































































































































































































































































寄　与　率（％） 20.1 12.6 8.3 6.7 5.8
累積寄与率（％） 20.1 32.7 41.0 47.7 53.5
表４　母集団別による因子分析の結果
第１因子 第２因子 第３因子 第４因子 第5 .因子
女子学生 似合いのよさ 個　性 同　調 心理的安定感 対人的外観
母　　親 対人的外観 個　性 心理的安定感 似合いのよさ 同　調
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